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第1章：地域送電網の保守運用と
安全基準

地域送電網の安定運用は、制御室に警報が届く前の日
常的な現場巡視と確実な基本動作によって支えられてい
ます。230 kV変電所では、毎朝の点検で主要変圧器の油
面計、シリカゲル吸湿呼吸器の色調、およびブッシング
温度の推移を確認します。

高圧設備の保守作業においては、単線結線図に基づ
く開閉手順の照合、接地用具の確実な装着、そして作業
員全員による三者間復唱（スリーウェイ・コミュニケー
ション）が不可欠です。漢字・ひらがな・カタカナおよ
び全角括弧「」や句読点（、。）が適切に組版されること
で、現場での誤読を防ぎます。

安全運用の原則：断路器の機械的施錠と残留電
荷の放電を二名以上で目視確認するまで、いか
なる点検作業も開始してはならない。
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第2章：点検記録と緊急時復旧手
順

直流電源設備（130.0 V DC）の浮動充電電圧および
SF6ガス遮断器の圧力値は、巡視ごとに点検表へ記録
し、異常兆候が認められた場合は直ちに技術部門へエス
カレーションします。


